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「校訓」自主・溌剌  

「学校教育目標」自ら学び心豊かでたくましい生徒の育成 

 

 
「東京デフリンピックから考えること」 

  
先日、東京を舞台に開催された「東京デフリンピック」が、

多くの感動とともに幕を閉じました。聴覚に障がいのあるアス

リートの皆さんが、種目ごとに力の限りを尽くし、互いを称え

合う姿は、スポーツの持つ可能性と、人が本来もつ強さと優し

さを私たちに示してくれました。競技そのものの素晴らしさは

もちろんのこと、一つ一つの場面に「誰もが参加し、誰もが認

められ、誰もが輝くことができる社会とは何か」を問いかける

力があったように思います。  

今回の大会を通して改めて感じたことは、「誰もが生きやす

い世の中は、自然に訪れるものではなく、私たち一人一人が考

え、行動し、つくり上げていくものだ」ということです。大会運営に携わった多くのボラ

ンティア、選手を支えたスタッフ、応援に駆けつけた人々。そこには、立場や世代を越え

て手を取り合い、共に支え合う姿がありました。その積み重ねこそが、互いの違いを尊重

し合える社会を形づくっていきます。  

本校の生徒を日々見ていると、友達のためにそっと声

をかけたり、困っている人に自然に手を貸したりする、

温かい姿が多く見られます。一方で、ちょっとした言動

が誰かの心に影を落とすこともあります。「いじめは絶

対に許さない」という言葉は、学校の方針として掲げる

だけでなく、子どもたち一人一人の日常のふるまいの中

で具体的に形にしていかなければなりません。  

では、「誰もが生きやすい社会」を生徒達が実感とし

て理解し、実践するためには、どこから始めればよいの

でしょうか。それは、遠くの大きな目標に向かう前に、

まずは自分の身近なところから、できることを積み重ね

ていくことだと思います。教室での一言、休み時間のふるまい、行事での協力の姿勢・・

・その一つ一つが、互いを大切にする学校文化を確かなものにしていきます。  

東京デフリンピックが私たちに示してくれたのは、障がいの有無にかかわらず、誰もが

尊重され、力を発揮できる環境づくりの重要性です。本校としても、生徒達が互いの違い

を認め、支え合い、安心して過ごせる学校であり続ける

ため、教職員一丸となって取り組んでいます。また、保

護者や地域の皆さまとも力を合わせ、生徒達が未来に向

かって自信をもって歩んでいける環境を整えていきたい

と考えています。  

東京デフリンピックの余韻が残る今、改めて「誰もが

生きやすい社会とは何か」を共に考え、行動につなげて

いくきっかけとしていきたいと思います。今後とも本校

の教育活動へのご理解とご支援をよろしくお願いします。  
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１２月の予定  
 ※変更することもあります。  

１月の主な予定   
※変更することもあります。  
 
 

 
 
 
  

【教育相談週間】  

 10 月 29 日から 11 月 7 日にかけて、全校で三者面
談を実施しました。この期間は、生徒の日頃の学校
や家庭での様子を保護者の方と共有し、生徒をより
よく支えていくための大切な場として位置付けてい
ます。特に 3 年生は進路に関する相談が中心とな
り、今後どのように子供を支援していくかについ
て、本人を中心に据えながら具体的に話し合う機会
となりました。お忙しい中ご来校いただきました保
護者の皆様に、改めて感謝申し上げます。  

【薬物乱用防止教室】  

 11 月 12 日、埼玉ライオンズ
クラブの皆様を講師としてお迎
えし、全校生徒を対象に薬物乱
用防止教室を実施しました。本
来は体育館に全校生徒を集めて
行う予定でしたが、当日は学級
閉鎖がある状況であったため、感染対策として各教
室からオンライン形式での参加となりました。終了
後の生徒の振り返りには、「薬物乱用の怖さがよく
分かった」「絶対に薬物乱用はしない」という強い
思いが多く見られ、本教室が生徒一人一人にしっか
りと届いたことを実感しました。  

【吹奏楽部・アンサンブルコンテスト地区大会】  

 11 月 13 日、三芳町文化会館にてアンサンブルコン
テスト地区大会が行われました。本校からは金管七
重奏と木管七重奏が出場し、結果は金管七重奏が銀
賞、木管七重奏が金賞という立派な成果を収めまし
た。直前までインフルエンザによる欠席者が多く、
学級閉鎖も出る状況の中で、出場そのものが危ぶま
れましたが、生徒たちは健康管理を徹底し、日々の
練習の成果をしっかりと発揮してくれました。木管
七重奏は 12 月 13 日に県大会に臨みます。今後の活
躍が大いに期待されます。  

【さくら学級小中交流会】  

 11 月 21 日、本校特別支援学
級の主催により、片柳小学校・
桜小学校の児童を招いて小中交
流会を行いました。この会は、
人間関係づくりを目的とし、お
互いを知り、仲を深めるきっか
けとなるよう企画されたもので
す。特に 6 年生にとっては、来
年 4 月から中学校生活が始まることを見据え、「中
学校はこんな雰囲気なんだ」「中学生って優しい
な」と感じてもらえる貴重な機会となりました。来
年度の入学が楽しみになるような温かい交流となり
ました。  

【修学旅行説明会（２年）】  

 11 月 21 日に開催した修学
旅行説明会には、多くの保護
者の皆様にご参加いただきま
した。今年度は昨年度より 1
か月遅い 1 月の実施となるた
め、より寒さの厳しい時期での旅行となります。現
在のところ、感染症による中止の可能性は低いと考
えられますが、インフルエンザ等の感染症にかかる
と参加が難しくなります。体調管理と手洗いの励行
など、日頃からの予防に努め、学年全員がそろって
参加できることを願っております  
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